
授 業 科 目 の 概 要 

統合保健看護科学専門科目 

授業コード 授 業 科 目 担 当 教 員 授 業 科 目 の 概 要 

255056 看護研究論 井上教授 

清水教授 

松﨑教授 

岡本教授 

福井教授 

山川准教授 

 看護研究の意義、研究の方法論（質的、量的、

演繹的、帰納的）、研究計画書の作成、データの収

集法と分析法、論文の作成などについて、基礎看

護学領域、臨床看護学分野の視点から教授する。 

 成績評価：授業参加度、レポート 

255137 看護理論 遠藤淑美教授 

清水教授 

高度な看護実践を行うための基盤となる看護に

おける諸理論と、看護現象と看護に関する諸理論

との関係について探求する。 

255140 看護教育論 井上教授  看護ケアの質を高めるために必要な看護職への

教育的働きかけ、教育環境づくり等、看護の継続

教育に関する知識と技術を教授する。 

255183 医療政策とヘル

スケアサービス 

井上教授 

清水教授 

社会の変化にともなう医療施策の変遷と今後の

方向性を概観した上で、国内外のヘルスケアシス

テムの特徴を学習し、より良いヘルスケアサービ

スに向けた今後の課題を展望する。 

255085 看護実践開発科

学特論Ⅰ 

梅下教授  癌の外科手術や臓器移植に関して、術前の病態

評価／適応決定とインフォームド・コンセント、

周術期の病態の理解と管理、術後長期にわたるフ

ォローアップと併用療法等、幅広い観点から教授

する。 

255086 看護実践開発科

学特論Ⅱ 

福井教授 

山川准教授 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、看護と

多職種との連携強化に関連する知見や活動を学習

し、実践へ応用する能力を養う。病院・施設・在

宅における地域を単位とした全世代の支援方法の

あり方について教授する。 

 成績評価：ディスカッション参加、課題の達成、

レポート 

255087 看護実践開発科

学特論Ⅲ 

荒尾教授 

師岡講師 

 

 周手術期看護ならびにがん看護に関する海外文

献の講読・討議を通して、これらの領域の研究動

向と方法論を教授する。 

 成績評価：出席、授業参加態度、プレゼンテー

ションとレポート 

 



255088 看護実践開発科

学特論Ⅳ 

清水教授 

河井講師 

 慢性病看護ならびにメンタルヘルスに関する海

外文献の講読・討議を通して、これらの領域の研

究動向と方法論を理解し、研究論文をクリティー

クする力を養う。 

 成績評価：出席、課題発表とディスカッション

参加態度、課題レポート 

255089 看護実践開発科

学特論Ⅴ 

遠藤淑美教授 

 

慢性病看護ならびにメンタルヘルスに関する海

外文献の講読・討議を通して、これらの領域の研

究動向と方法論を理解し、研究論文をクリティー

クする力を養う。 

 受講要件：なし 

 成績評価：成績評価：出席、課題発表とディス

カッション参加態度、課題レポート 

255090 母性ヘルスケア

学特論Ⅰ 

松﨑教授 

白石准教授 

 母子保健領域に関する国内外の最新の知見を広

く学習し、科学的根拠や問題の原因と解決策につ

いて論議、考察を行う。その結果を今後の研究な

らびに望ましい妊娠・出産・育児ケアの実践につ

なげる能力を養うことを目標とする。 

255091 母性ヘルスケア

学特論Ⅱ 

遠藤誠之教授 

島本准教授 

 母子保健学領域を修身とした質問紙調査や実験

研究を具体例に、研究の基本を教授する。倫理書

類の書き方、研究計画の立て方、論文の書き方、

研究費の獲得法についても教授する。 

255092 母性ヘルスケア

学特論Ⅲ 

渡邊教授 

 

 

 女性のライフステージ各期の健康課題について

科学的根拠を基に多角的に分析し、実践へ応用す

る能力を養う。母性領域におけるヘルスプロモー

ション的援助方法のあり方について教授する。  

255093 小児保健学特論 酒井教授 

 

 近年、わが国の小児の疾病構造は大きく変化し、

感染症対策が進展した一方で、子どもの虐待や不

登校、心身症といった社会状況の変化に起因する

問題が増加している。小児をとりまく社会状況を

含めた現状の把握と対策を講義する。 

255094 小児・家族看護学 

特論 

山崎教授 

新家講師 

 小児看護学・家族看護学の古典的な理論・代表

的な論文・方法論の概要を講義する。小児および

家族という集団を研究の対象者とする場合の特徴

を考察しながら、演習とプレゼンテーションを通

じて自らの修士論文における研究計画書を作成す

ることを目標とし、これにより成績を評価する。 



255127 家族看護援助論 山崎教授 

新家講師 

 

 家族看護および家族に関連する国内外の研究文

献の動向や最新の知見を概観しつつ、各学生の実

践領域と研究テーマに応じた家族理論・家族研究

の方法・家族看護実践技法に焦点を当て検討する。 

家族看護に関する事例を用いて家族システム、家

族成員に対する援助のあり方を考究する。 

255211 公衆衛生看護学

特論 

岡本教授 

蔭山准教授 

 予防とポジティブヘルスを推進する専門職の在

り方、教育・研究の焦点を、書籍や文献を用いて

探求するとともに、公衆衛生看護の専門職として

の責任感、使命感を養う。さらに、公衆衛生領域

で重要な研究デザインや手法を論文と書籍から学

ぶ。 

255125 看護管理科学特

論 

井上教授  看護管理に求められる知識体系を概観し、医療

保険・診療報酬制度、その他の保健医療サービス

提供に関係する政策・制度、および看護サービス

の質保証ための理論や根拠、具体的方策等につい

て教授する。 

255100 地域ヘルスプロ

モーション学特

論 

神出教授 

 

 

 地域医療・看護が地域において重視されつつあ

る現在も、地域を形成する核としての家族は地域

の健康の最も重要な担い手である。本特論の目的

は、このような機能を有する家族に対する保健指

導・健康教育を他の種々の分野との連携により学

際的な手法を導入し地域におけるヘルスプロモー

ションの研究を理解させる。 

255101 数理保健学特論 大野教授 

 

 保健医療領域、情報科学領域の研究では、多職

種、多部署の人材が関与することが多く、研究達

成には相互理解が重要である。本講では、「夢の研

究計画書」を各自作成し相互に発表しながら、他

領域における研究方法論、分析方法について実践

的に学ぶ。 

 受講要件：数量的分析に興味があること。医学

的知識は特に問わない 

 成績評価：発表および資料、講義参加態度に応

じて評価する 

255103 地域ヘルスケア

システム特論 

小西教授 

 

地域ヘルスケアの対象は、個人、家族、学校、

職場、特定の集団など多側面にわたり、対象者の

健康レベル、ライフサイクル、集団の特性に応じ



て個別、家族、小集団、大集団、地域全体の多様

なニーズに応じたシステムの構築が求められる。 

 健康生活上の様々な課題を総合的にとらえ、シ

ステム化する上で必要な研究方法を修得する。 

255184 看護基礎教育展

開演習 

井上教授 

 

担当教員の指導のもと学部学生を対象とした学

内技術演習科目において授業を展開し、看護教育

方法の基礎を学ぶ。 

255185 臨地実習教育展

開演習 

清水教授 担当教員の指導のもと学部学生を対象とした学

内技術演習科目において授業を展開し、看護教育

方法の基礎を学ぶ。 

255186 看護教育・管理基

礎実習 

井上教授 

清水教授 

講義科目での看護教育・管理に関する学びを踏

まえ、実践現場での看護教育・管理の実際につい

て、教育・管理担当看護師の指導のもと看護実践

を展開しながら具体的な教育・管理の在り方につ

いて学ぶ。 

255187 看護実践能力開

発実習 

清水教授 

井上教授 

自身の看護実践における課題を明確にし、自ら

実践計画を立案し、看護実践能力向上にむけた実

践を行い、看護専門職者としての自己教育能力の

向上を図る。 

 

255188 看護現任教育実

践実習 

清水教授 

井上教授 

実践現場での現任教育の実際について学び、自

ら現任教育講義計画・展開を試みることで、現任

教育の方法を学ぶ。 

 

255189 看護管理実践実

習 

井上教授 

清水教授 

実践現場での看護教育・管理の実際を看護管理

部門、病棟看護管理者とともに実際に活動に参加

することを通して看護教育・管理方法を学ぶ。 

255249 高度専門看護職

教育とヘルスケ

アサービス 

清水教授 看護における高度専門職教育の変遷および現状

を踏まえ，ヘルスケアサービスにおける高度専門

看護職者の役割・今後の課題について学ぶ。 

255141 看護管理・政策論 井上教授 看護の質向上のための管理・政策的働きかけの

基盤となる諸理論、保健医療福祉分野における政

策について、その変遷や政策策定過程、背景とな

る社会情勢をふくめ学習する。 

255192 看護基礎教育展

開論 

井上教授 

清水教授 

教育理念・教育課程に基づいた授業計画を立案

し、看護基礎教育における授業展開について学ぶ。 

 



255104 看護実践開発科

学実験・実習 

梅下教授 

清水教授 

福井教授 

荒尾教授 

遠藤淑美教授 

山川准教授 

師岡講師 

河井講師 

看護理論を通して自分の看護哲学を明らかにす

る。その看護哲学に沿って、各自の専門とする分

野の臨床実習や実験を通して理論を深く理解し、

その活用方法を学ぶ。 

 成績評価：レポート課題と出席 

255105 看護実践開発科

学特別研究 

梅下教授 

清水教授 

福井教授 

荒尾教授 

遠藤淑美教授 

山川准教授 

師岡講師 

河井講師 

成人、老年、精神看護学領域の看護課題に対し

て、合併症の予防、QOL の改善となる看護実践に

関する研究、看護ケアの評価方法の開発やその理

論構築を推進する研究を行ない、科学的根拠（エ

ビデンス）を基盤にした看護ケアの創出を目指す。

また、これらの研究を行なううえで必要な研究方

法を修得する。 

255106 生命育成看護科

学実験・実習 

酒井教授 

山崎教授 

松﨑教授 

渡邊教授 

遠藤誠之教授 

白石准教授 

新家講師 

授業の概要等は、初回授業等の際に指導教員より

説明する。 

255107 生命育成看護科

学特別研究 

酒井教授 

山崎教授 

松﨑教授 

渡邊教授 

遠藤誠之教授 

白石准教授 

新家講師 

授業の概要等は、初回授業等の際に指導教員より

説明する。 

255108 総合ﾍﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ 

科学実験・実習 

神出教授 

大野教授 

小西教授 

井上教授 

岡本教授 

蔭山准教授 

内海准教授 

授業の概要等は、初回授業等の際に指導教員より

説明する。 

 



255109 総合ﾍﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ 

科学特別研究 

神出教授 

大野教授 

小西教授 

井上教授 

岡本教授 

蔭山准教授 

内海准教授 

授業の概要等は、初回授業等の際に指導教員より

説明する。 

※看護実践開発科学実験・実習、看護実践開発科学特別研究、生命育成看護科学実験・実習、生命育

成看護科学特別研究、総合ﾍﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ科学実験・実習、総合ﾍﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ科学特別研究は 2 年間の

年度跨り科目のため、博士前期課程 1 年生春学期の履修登録期間に履修登録すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


